
4.1.E7	 持続可能な資源利用

4.1.E7.01　水利用・水処理

領域の定義

変動する水資源を安全に供給、利用するための水処理を対象とした領域である。水処理システムにつ
いて、用水処理や排水処理に用いる材料、薬剤、機器、膜、光、システム等の研究開発を対象とする。
計測・制御システムについて、細菌やウイルスなどの微生物および新興汚染物質等の検出と評価や、水
管理システムを効率的、安定的に利用するためのICT応用等、水処理のエネルギー高効率化等の研究
開発を扱う。再生水や無塩素給水等に関する定量的リスク管理技術等の研究開発も含める。

図4.1-E7.01-1　水利用・水処理領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.01-2　水利用・水処理領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.01-3　水利用・水処理領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E7.02　大気汚染対策

領域の定義

人間の健康や生態系への影響など豊かな生活にかかわる大気環境の研究開発を扱う。人為活動に由来
する産業や燃焼に加えて、自然由来も含めて大気汚染物質の観測技術、大気汚染物質の発生源や発生
過程、輸送過程の解明に関する研究開発や、除去・浄化技術などを対象とする。

大気汚染物質は、NOx、SOx、CO、CH、光化学オキシダント、揮発性有機化合物（VOC）等を対
象とする。微粒子状物質（PM2.5）等に関して、広域の越境移動や、その観測ネットワーク、大気中
の動態を含める。三元触媒等の除去・浄化技術、大気汚染物質の排出規制も扱う。

図4.1-E7.02-1　大気汚染対策領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.02-2　大気汚染対策領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.02-3　大気汚染対策領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E7.03　土壌汚染対策

領域の定義

土壌・地下水の汚染物質等に焦点をあて、その把握と拡散防止、除去・浄化に関する研究開発を扱う
領域である。土壌・地下水環境における公害原因物質や、人間や生態系への負の影響が懸念される物
質等を扱う。具体的には人為活動に伴う揮発性有機化合物、福島第一原子力発電所の事故で放出さ
れた放射性物質、難分解性有機フッ素化合物（PFAS）や自然由来重金属などを対象とする。それら
の人為的な拡散を抑制する技術や持続可能な方法で除去・浄化する技術、効率的なモニタリング技術、
リスク評価に基づくマネジメント技術等を対象とする。

図4.1-E7.03-1　土壌汚染対策領域における論文数の動向①

112 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.03-2　土壌汚染対策領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.03-3　土壌汚染対策領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E7.04　環境分析・環境リスク評価

領域の定義

本領域は環境媒体（大気、水、底質、土壌、生物）における化学物質の計測・分析、動態把握、環
境リスク評価に係る研究開発動向を含む領域である。微量元素、同位体、ナノマテリアル、マイクロプ
ラスチック、エアロゾル（PM2.5 含む）等を対象とする。化学物質の採取・前処理、計測・分析（微
量分析や一斉/ 網羅分析）、その精度管理、データ解析（インフォマティクス、モデリングなど）に係る
技術を対象範囲とする。物質循環の機構解明や人の健康や生態系への影響評価（毒性評価や安全性評
価など）などの研究開発動向を含む。

図4.1-E7.04-1　環境分析・環境リスク評価領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.04-2　環境分析・環境リスク評価領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.04-3　環境分析・環境リスク評価領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



4.1.E7.05　サーキュラーエコノミー

領域の定義

本領域は、従来のリニアな生産システムではなく、閉鎖系かつ循環型（closed-loop）の社会・経済
システムの実現に向けた技術や制度、システムに関する研究開発を扱う。様々な資源の物理的、化学的、
生物学的処理の要素技術開発に加え、AIやIoT、センサー、ソーティング、データ基盤整備などの情
報処理技術による分離や管理技術、資源の採掘から循環利用、最終形態までを考慮した製品設計やデ
ザイン、社会システム構築などを含む。

図4.1-E7.05-1　サーキュラーエコノミー領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.05-2　サーキュラーエコノミー領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.05-3　サーキュラーエコノミー領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E7.06　ライフサイクル評価

領域の定義

本領域は、製品やサービスの全ライフサイクルについての環境負荷や影響を定量的に把握し低減するた
めの設計・評価・管理に関する技術を扱う。様々な資源の物理的、化学的、生物学的処理の要素技術
開発に加え、AIやIoT、センサー、ソーティング、データ基盤整備などの情報処理技術による分離や
管理技術、資源の採掘から循環利用、最終形態までを考慮した製品設計やデザイン、社会システム構
築などがカーボンニュートラル社会に向けて必要となる。こうした社会の変化に対し、ライフサイクルア
セスメント（LCA）、物質ストック・フロー分析（MFAs）、産業連関分析（IOA）、統合化指標によ
る分析、各種フットプリントやラベリング等による行動変容の分析などにより、現状の把握から、技術・
システム・仕組みの導入による効果の予測が必須となっている。本領域はこうしたライフサイクルに関す
る管理（設計・評価・運用）技術の開発を対象とする。

図4.1-E7.06-1　ライフサイクル評価領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.06-2　ライフサイクル評価領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E7.06-3　ライフサイクル評価領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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